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（アコルの谷・出典）

認； 悶悶温翌認はこ翌塁孟信姦裟闘記琴嘉麿醤翌ぷド社げ鍔望霜罫翌］轟悠錆：：n、彼女が
エジプトの国から上って来たときのように、彼女'I'字＇行需マ零天'.fテ：

（不1言の罪）
出エジプト 14.11 そしてモーセに言った。「エジプトには墓がないので、あなたは私たちを連れて来て、この荒野で、死なせるのですか。

私たちをエジプトから連れ出したりして、いったい何ということを私たちにしてくれたのです。
14.12私たちがエジプトであなたに言ったことは、こうではありませんでしたか。『私たちのことはかまわないで、
私たちをエジプトに仕えさせてください。』事実、エジプトに仕えるほうがこの荒野で死ぬよりも私たちには
良かったのです。 j

（「立て」一「復活）
ヨシュア 7.10主はヨシュアに仰せられた。「立て。あなたはどうしてそのようにひれ伏しているのか。

「立て」 ロi? -01p ku:m stand、standup Oal.imp.ms 

iv6m泊I 如Im杷 aniste:mi raise,rise,getup v.imp.aor.act.2s 

7.13立て。民をきよめよ。そして言え。あなたがたは、あすのために身をきよめなさい。イスラエルの神、主がこう仰せられる
了マ7：：。『イスラエルよ。あなたのうちに、聖絶のものがある。あなたがたがその聖絶のものを、あなたがたのうちから
除き去るまで、敵の前に立つことはできない。

7.14死ぬ間際に彼は言った。「たとえ人の手で、死に渡されようとも、神が再び立ち上がらせてくださるという希望をこそ選ぷ
ペきである。だがあなたは、よみがえって再び命を得ることはない。」

（罪の告白・罪の赦し・「きよめ」）．
1ヨハネ 9.01 もし、私たちが自分の罪を言い表すなら、神は真実で正しい方ですから、その罪を赦し、すべての悪から

私たちをきよめてくださいます。

ヨシュア

2マカバイ


